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先輩医師からのメッセージ

医師の心得

Ⅰ.3つの教え

私は半世紀近く大過なく医師生活を過ごすことがで

きました。その間に、先輩医師から「3つの教え」を

伝授されました。

・医師になったばかりの頃、「医師は身体が資本だ

よ。」と一見当たり前のような「真理」を教わりまし

た。この言葉は陰に陽になって、私の医師生活を支え

てくれました。

・私が医師になって10年ほどがたった頃、先輩医師か

ら「卒後10年になった医師は教科書レベルから専門書

レベルの段階を目指すように」と忠告してくれました。

私は専門医資格を持っていませんが、ガイドライン

に基づく標準医療を心がけてきたと思います。

・「医師は一生勉強だ」という言葉も味わい深いモッ

トーです。私は「生涯教育」を医師生活の中にできる

だけ組み込むように努力をしています。

Ⅱ.或る糖尿病医の心得

或る糖尿病医が次のような「心得」を説いています。

異なる分野にも応用できる考え方として紹介します。

・ガイドラインなどに示されている「標準的な保険診

療」に習熟する。low carbon dietなど極端な治療法に

走らないこと。

・講演会や研修会に積極的に参加して、知識をアップ

デートする。

・専門書や最新の海外文献に目を通しておく。

・年に1回は研究成果を学会などで発表する。発表成

果は海外誌に投稿して論文にする。

・糖尿病に合併する領域として眼科、心血管、認知症、

がん診療、腎臓(腎代替療法)などの勉強を日頃から

しておく。自らがん検診を行う。

Ⅲ.総合診療医の立場

前項は臓器別の専門医志向になっています。医師の

多くは開業医(かかりつけ医)です。そこで、高齢化社

会の医療体制に向けて「総合診療医」の臨床技能に関

して底上げが必要と考えます。

・徳田安春先生と志水太郎先生は「ケーススタディ」

を推奨しています。医学雑誌にメディクイズの形で

「ケーススタディ」が載っているので、力試しに問題

を解くことで臨床技能を養います。

・日常診療で経験する症例を大切にして、常日頃から

「省察」する習慣をつけます。問診とフィジカル検査

だけで診断できないか、自問自答を繰り返しながら解

答を探し求めます。

Ⅳ.まとめ

「健康が基本」、「ガイドラインに基づく標準医療」、

「一生勉強」の心得(心構え)を新しく医師になった研

修医や医学生に贈ります。一般の方にも医師が日々切

磋琢磨し自己研鑽を積む姿を知っていただき理解を深

めることで、より良い「地域医療体制」を共に築きま

しょう。

医学生・研修医に向けて、先輩医師

からのメッセージをご紹介します。

徳島健生病院 内科・総合診療科

古川 民夫

おすすめ本紹介舞台は、「自由死」が合法化された近未来の日本。最新技術を使い、生前そっくりの母を再生さ
せた息子は、「自由死」を望んだ母の、<本心>を探ろうとする。「テクノロジーは、人の心を再
現できるのか？」というコメントがちょっと気になって手に取りました（映画化もされています
が観ていません）
そもそもロボットやアバターとの会話は、そういう目的に使うというよりは、心の癒しに使うも
のなのでは？と考える私は、その世界のイメージが持てず、もやもやしながら登場人物の「本
心」を探りながら読みました。それぞれの人の思いや行動の背景、おかれている環境とそれを生
み出す社会の矛盾を追いながら、「死の自己決定」「貧困」「社会の分断」といった、現代人が
これから直面する課題を考えさせられる一冊でした。主人公が現実を受け止めていくさまに少し
切なくなりますが、読んでみてください。

医学生担当：楠藤

おすすめ本紹介 「本心」 平野啓一郎 著
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